
質問回答 

2018年 10月 9日 

「ソロモン国再生可能エネルギー促進に係る情報収集・確認調査」 

 （公示日：2018年 9月 26日／公示番号：180322）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

１ 第２ 業務の目的・内容に関する

事項 

・ ｐ ． ７ 【第一回現地作業】 

２），３） 

別紙 報告書目次案 

・（５）系統安定化 

ｐ．７ 第一回現地作業 の ２） に「報告書目次

案の（５） １）～３）」と，また，ｐ．７ 第一回現地

業務 の ３）に，「（５） ４）～５）」と記載がありま

すが，別紙の目次案（５）には，１）～２）までしか

記載がありません。 

正しい項目をご指示ください。 

失礼いたしました。「（５）１）～３）」は「（３）１）～

３）」、「（３）～（４）及び（５）４）～５）」は「（３）４）及

び（４）～（５）」とお読み替えください。 

２ 第２ 業務の目的・内容に関する

事項 

・ｐ．５ （７）再エネポテンシャ

ルの検討 

別紙 報告書目次案 

・（３）民間投資促進 

・（４）再エネポテンシャルの検

討 

ｐ．５ （７）再エネポテンシャルの検討において，

「報告書目次案（３）の業務を実施するにあたって

は」と記載がありますが，目次案（３）は民間投資

促進でありますので，「報告書目次案（４）の業務

を実施するにあたっては」に読み替えてよいでしょ

うか。 

失礼いたしました。「報告書目次案（３）」は「報告

書目次案（４）」とお読み替えください。 

３ 別紙 報告書目次案 

 ・（２）電力セクターの現状 

 ・（４）再エネポテンシャルの検

討 

以下の目次案の項目それぞれについて，調査対

象が「ホニアラ系統のみ」なのか，それとも「ソロ

モン国全体」なのか，ご教示ください。 

・目次案（２） ３）電力関連政策・計画のレビュー 

・目次案（２） ４）他ドナーによる支援概要 

・目次案（４） １）再エネポテンシャルの自然条件 

（２）３）、（２）４）についてはホニアラ系統を中心と

しつつ、ホニアラ系統での協力検討にあたって参

考となる範囲においてソロモン国全体を、それ以

外の項目についてはホニアラ系統を対象としま

す。 



・目次案（４） ２）再エネポテンシャルの土地利用

状況 

・目次案（４） ３）再エネポテンシャルの簡易マッ

ピング 

・目次案（５） １）既存・開発中の系統安定化策と

ソロモンへの段階的な適応可能性の検討 

4 第２ 業務の目的・内容に関する

次項 

３．調査実施上の留意事項（３）

調査方法・計画内容の確認プロ

セス 

出張中にフィジー出張（JICA フィジー事務所への

訪問、JICA 専門家との意見交換、関係機関への

簡易ヒアリング）は必要・提案可能か。 

フィジーでの調査は必須とはしていませんが、調

査の目的を達成する上で有効と考えられる方法

をご提案頂くことは可能です。 

5 第２ 業務の目的・内容に関する

次項 

３．調査実施上の留意事項（６）

Tina水力発電プロジェクト 

Tina 水力の IPP 契約概要等の確認かかる世銀

へのやりとりに対して、JICA の支援が得られると

考えてよいか。 

世銀との関係では、調査冒頭において関係者へ

の紹介、協力への依頼などを JICAにおいて対応

することを想定しています。 

6 第２ 業務の目的・内容に関する

次項 

３．調査実施上の留意事項（１１）

国内支援体制 

国内支援における有識者ヒアリングについて、謝

金・交通費等の支払い業務等が生じるのか。（報

告会にかかる会議室については、貴構会議室等

とあるため、見積もり不必要との理解。） 

ヒアリングについては基本的にヒアリング先を訪

問する想定であり、また本契約からの謝金の支

出も想定していません。 

7 第３ 業務実施上の条件 

４．現地再委託 

再委託に関しては、現地のみならず第三国また

は本邦も提案可能か。 

可能です。 

8 p.5 

３．調査実施上の留意事項 

（７）再エネポテンシャルの検討 

別紙報告書目次案（３）の業務を

実施するにあたっては、ホニアラ

別紙報告書目次案、（３）民間投資促進ではなく、

（４）再エネポテンシャルのことではないでしょう

か？ 

 

 

上記２に同じ。 



系統周辺の・・・・・可能な範囲で

情報を収集する。 

9 p.7 

４．調査の内容 

【国内準備作業】 １）関連資料・

情報の収集・分析等 

別紙報告書目次案（３）及び（４）

に関して、ソロモンでの適用可能

性を検討する発電・系統安定化

技術の概略的な検討を行う。 

別紙報告書目次案、（３）民間投資促進及び（４）

再エネポテンシャルではなく、（４）再エネポテンシ

ャル及び（５）系統安定化のことではないでしょう

か？ 

 

失礼いたしました。「（３）及び（４）」は「（４）及び

（５）」とお読み替えください。 

10 p.7 

４．調査の内容 

【第一回現地作業】 

2）ソロモン民間投資に係る情報

収集・課題整理：別紙の報告書

目次案の（５）１）～３）に係る調

査を行う。 

（５）系統安定化ではなく、（３）民間投資促進の１）

～４）のことではないでしょうか？ 

上記１に同じ。 

11 p.7 

４．調査の内容 

【第一回現地作業】 

3）各分析項目に係る情報収集：

別紙の報告書目次案の（３）～

（４）及び（５）４）～５）に係る分析

を・・・・・。 

報告書目次案（３）～（４）及び（５）４）～５）とは具

体的にどの部分のことか、ご教示頂けますでしょ

うか。 

上記１に同じ。 

12 別紙 

報告書目次案 

カッコ書き部分とは、どこを指しているか具体的に

ご教示頂けますでしょうか。 

（２）３）電力関連政策・計画のレビュー「電

力需要・供給計画概要」「送配電・変電」（５）



注）・・・・・なお、以下目次案中の

カッコ書き部分は、当該項目内で

特に詳細な調査を要する事項を

示す。 

系統安定化「既存・開発中の系統安定化策とソ

ロモンへの段階的な適用可能性の検討」につい

て、検討にあたって留意するべき事項をカッコ

書きにてご説明しています。 

 

以上 

 


